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（Strengths and Difficulties Questionnaire;以下SDQ）、親と思春期の子どもとの間の
コミュニケーションの葛藤を測定するためにRobin（1981）によって開発された葛藤行動質






 介入群の介入前後において CBCLの注意の問題{F (1,42)＝7.88,P <0.01}、思考の問題 
{F (1,42)＝4.19,P <0.05}、社会性の問題{F (1,42)＝3.88,P <0.10}、攻撃的行動 





















結 論  
 思春期の発達障害児を持つ親に対しての支援ニーズを把握し、思春期に特化したペアレ
ントトレーニングプログラムは有用であると考えられる。 
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